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(57)【要約】
  本発明は、絶縁体ハウジングと、第１の導電体を収容 
するための第１の導体収容空間を有する第１のスプリン 
グクランプ接続部と、第２の導電体を収容するための第 
２の導体収容空間を有する第２のスプリングクランプ接 
続部とを備えた導体接続端子であって、第１のスプリン 
グクランプ接続部は第２のスプリングクランプ接続部と 
、第１の導体収容空間から第２の導体収容空間へ延びて 
いる送電レールを介して接続されており、絶縁体ハウジ 
ングは複数の部分に分かれており、主ハウジング部分お 
よび少なくとも１つの第１の蓋部分によって形成されて 
いる、導体接続端子に関する。
【選択図】図１

審査請求　未請求　予備審査請求　未請求　（全19頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 絶 縁 体 ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） と 、 第 １ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 （ １ ３ ） と 、 前 記 第 １  
の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 （ １ ３ ） に 割 り 当 て ら れ て お り 、 前 記 第 １ の ス プ リ ン グ ク ラ  
ン プ 接 続 部 （ １ ３ ） に ク ラ ン プ さ れ る べ き 第 １ の 導 電 体 を 収 容 す る た め の 第 １ の 導 体 収 容  
空 間 （ １ ８ ） と 、 第 ２ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 （ ２ ３ ） と 、 前 記 第 ２ の ス プ リ ン グ ク  
ラ ン プ 接 続 部 （ ２ ３ ） に 割 り 当 て ら れ て お り 、 前 記 第 ２ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 （ ２  
３ ） に ク ラ ン プ さ れ る べ き 第 ２ の 導 電 体 を 収 容 す る た め の 第 ２ の 導 体 収 容 空 間 （ ２ ８ ） と  
、 を 備 え 、 前 記 第 １ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 （ １ ３ ） が 前 記 第 ２ の ス プ リ ン グ ク ラ ン  
プ 接 続 部 （ ２ ３ ） と 、 前 記 第 １ の 導 体 収 容 空 間 （ １ ８ ） か ら 前 記 第 ２ の 導 体 収 容 空 間 （ ２  
８ ） へ 延 び て い る 送 電 レ ー ル （ ６ ） を 介 し て 接 続 さ れ て お り 、 前 記 絶 縁 体 ハ ウ ジ ン グ （ １  
０ ） が 複 数 の 部 分 に 分 か れ 、 主 ハ ウ ジ ン グ 部 分 （ １ １ ） お よ び 少 な く と も １ つ の 第 １ の 蓋  
部 分 （ ４ ） に よ っ て 形 成 さ れ て い る 導 体 接 続 端 子 （ １ ） で あ っ て 、 前 記 第 １ の ス プ リ ン グ  
ク ラ ン プ 接 続 部 （ １ ３ ） が 前 記 第 ２ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 （ ２ ３ ） の 上 方 に 配 置 さ  
れ る 前 記 導 体 接 続 端 子 （ １ ） の 高 さ 方 向 （ Ｈ ） に お い て 、 前 記 第 １ の 蓋 部 分 （ ４ ） が 、 前  
記 第 ２ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 （ ２ ３ ） の 高 さ 区 間 に わ た っ て の み 延 び て い る こ と を  
特 徴 と す る 導 体 接 続 端 子 （ １ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の 蓋 部 分 （ ４ ） の 少 な く と も 一 区 域 （ ９ ） が 、 前 記 第 １ の 導 体 収 容 空 間 （ １ ８  
） と 前 記 第 ２ の 導 体 収 容 空 間 （ ２ ８ ） の 間 の 隔 壁 を 形 成 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項  
１ に 記 載 の 導 体 接 続 端 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の 蓋 部 分 （ ４ ） の 少 な く と も 一 区 域 （ ９ ） が 、 前 記 絶 縁 体 ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ）  
の 、 前 記 第 １ の 導 体 収 容 空 間 （ １ ８ ） に 通 じ て い る 第 １ の 導 体 挿 入 路 （ １ ９ ） の 部 分 区 域  
を 形 成 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 導 体 接 続 端 子 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 絶 縁 体 ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） が 第 ２ の 蓋 部 分 （ ３ ） を 有 し 、 前 記 第 ２ の 蓋 部 分 （ ３ ）  
に 、 前 記 第 １ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 （ １ ３ ） の 少 な く と も 一 部 が 支 持 さ れ て い る お  
よ び ／ ま た は 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 導  
体 接 続 端 子 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 ２ の 蓋 部 分 （ ５ ） が 、 前 記 第 １ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 （ １ ３ ） の 導 体 挿 入  
方 向 （ Ｌ １ ） を 少 な く と も 実 質 的 に は 横 切 る 方 向 に 、 前 記 主 ハ ウ ジ ン グ 部 分 （ １ １ ） に 嵌  
め 込 み 得 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 導 体 接 続 端 子 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ の 蓋 部 分 （ ４ ） が 、 前 記 第 １ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 （ １ ３ ） の 導 体 挿 入  
方 向 （ Ｌ １ ） に 平 行 な 方 向 に 、 前 記 主 ハ ウ ジ ン グ 部 分 （ １ １ ） に 嵌 め 込 み 得 る こ と を 特 徴  
と す る 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 導 体 接 続 端 子 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 送 電 レ ー ル （ ６ ） が 、 前 記 主 ハ ウ ジ ン グ 部 分 （ １ １ ） の 壁 お よ び 前 記 第 １ の 蓋 部 分  
（ ４ ） の 壁 の 互 い に 向 か い 合 う 端 面 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 開 口 部 を 通 っ て 、 前 記 第 １ の  
導 体 収 容 空 間 （ １ ８ ） か ら 前 記 第 ２ の 導 体 収 容 空 間 （ ２ ８ ） へ 延 び て い る こ と を 特 徴 と す  
る 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 導 体 接 続 端 子 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 １ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 （ １ ３ ） が 、 バ ネ 力 に よ り 前 記 第 １ の 導 電 体 を ク  
ラ ン プ す る た め の 第 １ の ク ラ ン プ バ ネ （ １ ４ ） を 有 し 、 前 記 第 １ の ク ラ ン プ バ ネ （ １ ４ ）  
が 、 前 記 絶 縁 体 ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） 内 に 配 置 さ れ た 第 １ の ク ラ ン プ 位 置 （ １ ４ １ ） で 前 記  
第 １ の 導 電 体 を ク ラ ン プ す る た め の 第 １ の ク ラ ン プ 脚 部 （ １ ４ ０ ） と 、 前 記 第 １ の ク ラ ン  
プ バ ネ （ １ ４ ） を 前 記 第 １ の ク ラ ン プ 脚 部 （ １ ４ ０ ） の ク ラ ン プ 力 に 対 し て 支 持 す る 第 １  
の 接 触 脚 部 （ １ ４ ２ ） と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載  
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の 導 体 接 続 端 子 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 ２ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 （ ２ ４ ） が 、 前 記 第 １ の ク ラ ン プ 脚 部 （ １ ４ ０ ）  
の 、 前 記 第 １ の 接 触 脚 部 （ １ ４ ２ ） に 面 し て い な い 側 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る  
請 求 項 ８ に 記 載 の 導 体 接 続 端 子 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 送 電 レ ー ル （ ６ ） が 第 １ の ク ラ ン プ 区 域 （ ６ １ ） を 有 し 、 前 記 第 １ の ク ラ ン プ 区 域  
（ ６ １ ） が 前 記 第 １ の ク ラ ン プ 脚 部 （ １ ４ ０ ） と 共 に 前 記 第 １ の ク ラ ン プ 位 置 （ １ ４ １ ）  
を 形 成 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ ま た は ９ に 記 載 の 導 体 接 続 端 子 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 送 電 レ ー ル （ ６ ） が 、 前 記 第 １ の ク ラ ン プ 区 域 （ ６ １ ） に 隣 接 す る ア ー チ 区 域 （ ６  
３ ） を 有 し 、 前 記 ア ー チ 区 域 （ ６ ３ ） で は 、 前 記 送 電 レ ー ル （ ６ ） が ア ー チ 状 に 、 直 接 ま  
た は 前 記 送 電 レ ー ル （ ６ ） の 少 な く と も １ つ の 別 の 区 域 を 介 し て 第 ２ の ク ラ ン プ 区 域 （ ６  
２ ） に 移 行 し 、 前 記 第 ２ の ク ラ ン プ 区 域 （ ６ ２ ） が 第 ２ の ク ラ ン プ バ ネ （ ２ ４ ） の 第 ２ の  
ク ラ ン プ 脚 部 （ ２ ４ ０ ） と 共 に 、 前 記 第 ２ の 導 電 体 を ク ラ ン プ す る た め の 第 ２ の ク ラ ン プ  
位 置 （ ２ ４ １ ） を 形 成 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 導 体 接 続 端 子 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 ２ の ク ラ ン プ 区 域 （ ６ ３ ） が 、 前 記 第 １ の ク ラ ン プ 区 域 （ ６ １ ） に 対 し て 実 質 的  
に お よ び ／ ま た は 主 と し て 平 行 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 導  
体 接 続 端 子 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 導 体 接 続 端 子 （ １ ） が 追 加 の 部 品 と し て 、 前 記 第 １ の ク ラ ン プ 位 置 （ １ ４ １ ） を 開  
く た め に 前 記 第 １ の ク ラ ン プ 脚 部 （ １ ４ ０ ） を 手 動 の 作 動 に よ っ て 変 位 さ せ 得 る 作 動 要 素  
（ ５ ） 、 特 に 作 動 レ バ ー ま た は 押 ボ タ ン を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら １ ２ の い  
ず れ か 一 項 に 記 載 の 導 体 接 続 端 子 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 絶 縁 体 ハ ウ ジ ン グ （ １ ０ ） が 、 前 記 第 １ の 導 電 体 を 挿 入 す る た め の 第 １ の 導 体 挿 入  
口 （ １ ２ ） お よ び 前 記 第 ２ の 導 電 体 を 挿 入 す る た め の 第 ２ の 導 体 挿 入 口 （ ２ ２ ） を 有 し 、  
前 記 第 １ の 導 体 挿 入 口 （ １ ２ ） が 、 前 記 導 体 接 続 端 子 （ １ ） の 、 前 記 第 ２ の 導 体 挿 入 口 （  
２ ２ ） と は 反 対 の 側 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら １ ３ の い ず れ か 一 項  
に 記 載 の 導 体 接 続 端 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 絶 縁 体 ハ ウ ジ ン グ と 、 第 １ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 と 、 こ の 第 １ の ス プ  
リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 に 割 り 当 て ら れ て お り 、 第 １ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 に ク ラ ン  
プ さ れ る べ き 第 １ の 導 電 体 を 収 容 す る た め の 第 １ の 導 体 収 容 空 間 と 、 第 ２ の ス プ リ ン グ ク  
ラ ン プ 接 続 部 と 、 こ の 第 ２ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 に 割 り 当 て ら れ て お り 、 第 ２ の ス  
プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 に ク ラ ン プ さ れ る べ き 第 ２ の 導 電 体 を 収 容 す る た め の 第 ２ の 導 体  
収 容 空 間 と を 備 え た 導 体 接 続 端 子 で あ っ て 、 第 １ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 は 第 ２ の ス  
プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 と 、 第 １ の 導 体 収 容 空 間 か ら 第 ２ の 導 体 収 容 空 間 へ 延 び て い る 送  
電 レ ー ル を 介 し て 接 続 さ れ て お り 、 絶 縁 体 ハ ウ ジ ン グ は 複 数 の 部 分 に 分 か れ 、 主 ハ ウ ジ ン  
グ 部 分 お よ び 少 な く と も １ つ の 第 １ の 蓋 部 分 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 、 導 体 接 続 端 子 に 関  
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 属 概 念 の 導 体 接 続 端 子 が Ｄ Ｅ １ ０ ２ ０ １ ９ １ ０ ８ ２ ９ １ Ａ １ か ら 知 ら れ て い る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 本 発 明 の 基 礎 と な る 課 題 は 、 こ れ に 対 し て さ ら に 改 良 さ れ た 導 体 接 続 端 子 を 提 示 す る こ  
と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 課 題 は 、 冒 頭 に 挙 げ た 種 類 の 導 体 接 続 端 子 で は 、 第 １ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部  
が 第 ２ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 の 上 方 に 配 置 さ れ て い る 導 体 接 続 端 子 の 高 さ 方 向 に お  
い て 、 第 １ の 蓋 部 分 が 、 第 ２ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 の 高 さ 区 間 に わ た っ て の み 延 び  
て い る こ と に よ っ て 解 決 さ れ る 。 本 発 明 は こ の よ う に し て 、 導 体 接 続 端 子 の 比 較 的 単 純 で  
安 価 な 構 造 を 、 既 に 実 証 済 み の 部 品 お よ び 構 成 原 理 を 使 用 し て 可 能 に す る 。 と り わ け 、 導  
体 接 続 端 子 の 簡 単 で 自 動 化 さ れ た 組 立 が 可 能 で あ る こ と が 有 利 で あ る 。 こ れ は 、 と り わ け  
第 １ の 蓋 部 分 の 有 利 な 設 計 に よ っ て 支 援 さ れ 、 こ の 第 １ の 蓋 部 分 は 、 比 較 的 小 さ な 構 造 で  
あ り 、 か つ 導 体 接 続 端 子 の 比 較 的 小 さ な 高 さ 範 囲 に わ た っ て の み 延 び て い る 。 こ れ に 関 し  
、 導 体 接 続 端 子 の 高 さ 方 向 Ｈ は 、 第 １ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 の 導 体 挿 入 方 向 に 垂 直  
に お よ び ／ ま た は 第 ２ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 の 導 体 挿 入 方 向 に 垂 直 に 延 び て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 第 １ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 お よ び 第 １ の 導 体 収 容 空 間 は 、 有 利 な 一 形 態 で は 、 絶  
縁 体 ハ ウ ジ ン グ 内 に 配 置 さ れ て お り 、 こ の 第 １ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 は 少 な く と も  
部 分 的 に は 第 １ の 導 体 収 容 空 間 内 に 配 置 さ れ 得 る 。 第 ２ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 お よ  
び 第 ２ の 導 体 収 容 空 間 は 、 有 利 な 一 形 態 で は 、 絶 縁 体 ハ ウ ジ ン グ 内 に 配 置 さ れ て お り 、 こ  
の 第 ２ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 は 少 な く と も 部 分 的 に は 第 ２ の 導 体 収 容 空 間 内 に 配 置  
さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 有 利 な 一 形 態 に よ れ ば 、 第 １ の 蓋 部 分 の 少 な く と も 一 区 域 が 、 第 １ と 第 ２ の 導  
体 収 容 空 間 の 間 の 隔 壁 を 形 成 し て い る 。 し た が っ て 第 １ の 蓋 部 分 に よ り 、 第 １ の 導 体 収 容  
空 間 が 第 ２ の 導 体 収 容 空 間 か ら 隔 て ら れ て い る 。 こ う す る こ と で 主 ハ ウ ジ ン グ 部 分 は 、 少  
な く と も 第 １ の 蓋 部 分 が 嵌 め 込 ま れ 得 る 側 で は 、 比 較 的 大 き な 開 口 部 を 備 え て 形 成 す る こ  
と が で き 、 こ れ に よ り 、 主 ハ ウ ジ ン グ 部 分 内 で の 、 部 品 、 と り わ け 第 ２ の ス プ リ ン グ ク ラ  
ン プ 接 続 部 の 部 品 の 簡 単 で 自 動 化 さ れ た 組 立 が 可 能 で あ る 。 こ れ に 加 え 、 現 況 技 術 か ら 知  
ら れ て い る 導 体 接 続 端 子 に 対 し 、 材 料 が 節 減 さ れ 、 か つ 組 立 が 簡 略 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 第 １ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 は 第 １ の ク ラ ン プ バ ネ を 有 し 得 る 。 第 １ の ク ラ ン プ バ  
ネ は 、 絶 縁 体 ハ ウ ジ ン グ 内 に 配 置 さ れ た 第 １ の ク ラ ン プ 位 置 で 第 １ の 導 電 体 を ク ラ ン プ す  
る た め の 第 １ の ク ラ ン プ 脚 部 と 、 第 １ の ク ラ ン プ バ ネ を 第 １ の ク ラ ン プ 脚 部 の ク ラ ン プ 力  
に 対 し て 支 持 す る 第 １ の 接 触 脚 部 と を 有 し 得 る 。 こ れ は 、 バ ネ 力 に よ る 第 １ の 導 電 体 の 信  
頼 で き る ク ラ ン プ を 可 能 に す る 。 第 １ の ク ラ ン プ バ ネ は 、 第 １ の ク ラ ン プ 脚 部 の 自 由 端 に  
ク ラ ン プ 縁 部 を 有 す る こ と が で き 、 こ の ク ラ ン プ 縁 部 に よ り 第 １ の 導 電 体 が 、 特 に 確 実 に  
第 １ の ク ラ ン プ 位 置 で ク ラ ン プ さ れ 得 る 。 第 １ の ク ラ ン プ バ ネ は 、 第 １ の バ ネ ア ー チ 部 を  
有 す る こ と が で き 、 こ の 第 １ の バ ネ ア ー チ 部 を 介 し て 第 １ の ク ラ ン プ 脚 部 は 第 １ の 接 触 脚  
部 と 結 合 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 ２ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 は 第 ２ の ク ラ ン プ バ ネ を 有 し 得 る 。 第 ２ の ク ラ ン プ バ  
ネ は 、 絶 縁 体 ハ ウ ジ ン グ 内 に 配 置 さ れ た 第 ２ の ク ラ ン プ 位 置 で 第 ２ の 導 電 体 を ク ラ ン プ す  
る た め の 第 ２ の ク ラ ン プ 脚 部 と 、 第 ２ の ク ラ ン プ バ ネ を 第 ２ の ク ラ ン プ 脚 部 の ク ラ ン プ 力  
に 対 し て 支 持 す る 第 ２ の 接 触 脚 部 と を 有 し 得 る 。 こ れ は 、 バ ネ 力 に よ る 第 ２ の 導 電 体 の 信  
頼 で き る ク ラ ン プ を 可 能 に す る 。 第 ２ の ク ラ ン プ 脚 部 は 、 自 由 端 に ク ラ ン プ 縁 部 を 有 す る  
こ と が で き 、 こ の ク ラ ン プ 縁 部 に よ り 第 ２ の 導 電 体 が 、 特 に 確 実 に 第 ２ の ク ラ ン プ 位 置 で  
ク ラ ン プ さ れ 得 る 。 第 ２ の ク ラ ン プ バ ネ は 、 第 ２ の バ ネ ア ー チ 部 を 有 す る こ と が で き 、 こ  
の 第 ２ の バ ネ ア ー チ 部 を 介 し て 第 ２ の ク ラ ン プ 脚 部 は 第 ２ の 接 触 脚 部 と 結 合 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 １ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 は 、 第 １ の ク ラ ン プ 脚 部 の 作 動 な し で も 第 １ の 導 電 体  
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を 直 接 的 に 差 込 可 能 で 、 こ の よ う に し て ク ラ ン プ 可 能 で あ る 直 接 差 込 式 端 子 と し て 形 成 さ  
れ 得 る 。 第 ２ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 は 、 第 ２ の ク ラ ン プ 脚 部 の 作 動 な し で も 第 ２ の  
導 電 体 を 直 接 的 に 差 込 可 能 で 、 こ の よ う に し て ク ラ ン プ 可 能 で あ る 直 接 差 込 式 端 子 と し て  
形 成 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 １ の 蓋 部 分 は 、 例 え ば 側 断 面 に お い て Ｕ 字 形 に 形 成 す る こ と が で き 、 し た が っ て 第 ２  
の 導 電 体 の 、 第 ２ の ク ラ ン プ バ ネ を 越 え て 突 き 出 て い る 部 分 の た め の 収 容 室 を 形 成 し 得 る  
。 第 １ の 蓋 部 分 は 、 絶 縁 体 ハ ウ ジ ン グ の 内 側 に 向 け ら れ た 、 １ つ の 側 が 開 放 さ れ て い る 中  
空 空 間 に よ っ て も 形 成 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 １ の 蓋 部 分 は 支 持 輪 郭 を 有 す る こ と が で き 、 第 ２ の ク ラ ン プ バ ネ の 少 な く と も 一 部 を  
支 持 す る た め に 、 例 え ば 第 ２ の ク ラ ン プ バ ネ の 第 ２ の バ ネ ア ー チ 部 を 支 持 す る た め に 形 成  
さ れ た 例 え ば 凹 状 に 湾 曲 し た 輪 郭 を 有 し 得 る 。 支 持 輪 郭 は 、 第 １ の 蓋 部 分 の 側 壁 に 組 み 込  
ま れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 絶 縁 体 ハ ウ ジ ン グ は 、 絶 縁 体 ハ ウ ジ ン グ に 第 １ の 導 電 体 を 挿 入 す る た め の 第 １ の 導 体 挿  
入 口 を 有 し 得 る 。 絶 縁 体 ハ ウ ジ ン グ は 、 絶 縁 体 ハ ウ ジ ン グ に 第 ２ の 導 電 体 を 挿 入 す る た め  
の 第 ２ の 導 体 挿 入 口 を 有 し 得 る 。 本 発 明 の 有 利 な 一 形 態 に よ れ ば 、 第 １ の 導 体 挿 入 口 は 、  
導 体 接 続 端 子 の う ち 第 ２ の 導 体 挿 入 口 と は 反 対 の 側 に 配 置 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 貫 通  
端 子 台 に 似 た 有 利 な コ ネ ク タ 端 子 台 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 有 利 な 一 形 態 に よ れ ば 、 第 １ の 蓋 部 分 は 、 第 ２ の 導 体 挿 入 口 に 向 か い 合 っ て 配  
置 さ れ て い る 。 こ の よ う に し て 第 １ の 蓋 部 分 は 、 導 体 接 続 端 子 の う ち 第 ２ の 導 体 挿 入 口 に  
隣 接 す る 第 ２ の 導 体 挿 入 路 の 、 い わ ば 後 ろ の 終 端 を 形 成 し 得 る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 有 利 な 一 形 態 に よ れ ば 、 第 １ の 蓋 部 分 の 少 な く と も 一 区 域 が 、 絶 縁 体 ハ ウ ジ ン  
グ の 、 第 １ の 導 体 挿 入 口 か ら 第 １ の 導 体 収 容 空 間 に 通 じ て い る 第 １ の 導 体 挿 入 路 の 部 分 区  
域 に な っ て い る 。 こ れ は 、 第 １ の 蓋 部 分 が 、 追 加 的 な 機 能 、 つ ま り 第 １ の 導 体 収 容 空 間 内  
で の 第 １ の 導 電 体 の 導 体 案 内 を 担 い 得 る と い う 利 点 を 有 す る 。 第 １ の 蓋 部 分 の う ち 、 第 １  
の 導 体 挿 入 路 の 部 分 区 域 に な り 得 る 言 及 し た 区 域 は 、 例 え ば 、 第 １ の 蓋 部 分 の 、 導 体 案 内  
に 適 し た 壁 区 域 と し て 存 在 し 得 る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 有 利 な 一 形 態 に よ れ ば 、 絶 縁 体 ハ ウ ジ ン グ が 第 ２ の 蓋 部 分 を 有 し 、 こ の 第 ２ の  
蓋 部 分 に 、 第 １ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 の 少 な く と も 一 部 が 支 持 さ れ て い る お よ び ／  
ま た は 固 定 さ れ て い る 。 こ れ は 、 第 １ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 も 、 簡 単 に 、 と り わ け  
自 動 化 さ れ た 組 立 に よ り 、 絶 縁 体 ハ ウ ジ ン グ 内 で 組 み 立 て ら れ 得 る と い う 利 点 を 有 す る 。  
こ れ に 関 し 、 第 １ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 の 部 品 、 と り わ け 第 １ の ク ラ ン プ バ ネ お よ  
び 送 電 レ ー ル お よ び ／ ま た は 保 持 枠 な ら び に 場 合 に よ っ て は 作 動 要 素 お よ び ／ ま た は 第 ２  
の 蓋 部 分 は 、 予 め 組 み 立 て ら れ た ア セ ン ブ リ と し て 主 ハ ウ ジ ン グ 部 分 に 嵌 め 込 ま れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 有 利 な 一 形 態 に よ れ ば 、 第 ２ の 蓋 部 分 は 、 第 １ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 の  
導 体 挿 入 方 向 を 横 切 る 方 向 に 、 主 ハ ウ ジ ン グ 部 分 に 嵌 め 込 み 得 る 。 こ れ は 、 と り わ け こ の  
ア セ ン ブ リ が 例 え ば 作 動 レ バ ー の よ う な 作 動 要 素 を 有 す る 場 合 に 、 主 ハ ウ ジ ン グ 部 分 内 で  
の 第 １ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 の 簡 単 で 信 頼 で き る 自 動 化 さ れ た 組 立 を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 有 利 な 一 形 態 に よ れ ば 、 第 １ の 蓋 部 分 は 、 第 １ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 の  
導 体 挿 入 方 向 に 対 し て 少 な く と も 実 質 的 に は 平 行 な 方 向 に 、 主 ハ ウ ジ ン グ 部 分 に 嵌 め 込 み  
得 る 。 こ れ に 応 じ て 、 第 １ の 蓋 部 分 は 第 ２ の 蓋 部 分 と は 違 う 方 向 で 主 ハ ウ ジ ン グ 部 分 に 嵌  
め 込 ま れ る 。 こ れ も 、 自 動 化 さ れ た 組 立 に と っ て 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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　 本 発 明 の 有 利 な 一 形 態 に よ れ ば 、 送 電 レ ー ル は 、 そ れ ぞ れ 主 ハ ウ ジ ン グ 部 分 の 壁 お よ び  
第 １ の 蓋 部 分 の 壁 の 互 い に 向 か い 合 う 端 面 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 開 口 部 を 通 っ て 、 第 １  
の 導 体 収 容 空 間 か ら 第 ２ の 導 体 収 容 空 間 へ 延 び て い る 。 こ れ は 、 送 電 レ ー ル も 簡 単 に 絶 縁  
体 ハ ウ ジ ン グ に 嵌 め 込 み 得 る と い う 利 点 を 有 す る 。 こ れ に 関 し 送 電 レ ー ル は 、 例 え ば 、 第  
２ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 を 含 む 予 め 組 み 立 て ら れ る 構 造 ユ ニ ッ ト の 一 部 と し て 、 第  
２ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 と 共 に 主 ハ ウ ジ ン グ 部 分 に 嵌 め 込 ま れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 開 口 部 は 比 較 的 短 く 、 例 え ば 、 絶 縁 体 ハ ウ ジ ン グ の う ち 第 １ の 導 体 挿 入 口 が 存 在 す る 側  
か ら 絶 縁 体 ハ ウ ジ ン グ の 向 か い 側 ま で 測 定 し た 導 体 接 続 端 子 の 長 さ の 、 例 え ば ３ ０ ％ 未 満  
ま た は ２ ０ ％ 未 満 の 長 さ で 形 成 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 有 利 な 一 形 態 に よ れ ば 、 第 ２ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 は 、 第 １ の ク ラ ン プ  
脚 部 の 、 第 １ の 接 触 脚 部 に 面 し て い な い 側 に 配 置 さ れ て い る 。 こ う す る こ と で 、 導 体 挿 入  
方 向 に お い て 比 較 的 短 い 構 造 の 導 体 接 続 端 子 を 実 現 で き 、 こ の 導 体 接 続 端 子 で は 、 第 １ の  
ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 と 第 ２ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 が い わ ば 重 な り 合 っ て 配 置  
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 有 利 な 一 形 態 に よ れ ば 、 送 電 レ ー ル が 第 １ の ク ラ ン プ 区 域 を 有 し 、 こ の 第 １ の  
ク ラ ン プ 区 域 が 第 １ の ク ラ ン プ 脚 部 と 共 に 第 １ の ク ラ ン プ 位 置 を 形 成 す る 。
　 本 発 明 の 有 利 な 一 形 態 に よ れ ば 、 送 電 レ ー ル が 、 第 １ の ク ラ ン プ 区 域 に 隣 接 す る ア ー チ  
区 域 を 有 し 、 こ の ア ー チ 区 域 で は 、 送 電 レ ー ル が ア ー チ 状 に 、 直 接 的 に ま た は 送 電 レ ー ル  
の 少 な く と も １ つ の 別 の 区 域 を 介 し て 第 ２ の ク ラ ン プ 区 域 に 移 行 し 、 こ の 第 ２ の ク ラ ン プ  
区 域 が 第 ２ の ク ラ ン プ バ ネ の 第 ２ の ク ラ ン プ 脚 部 と 共 に 、 第 ２ の 導 電 体 を ク ラ ン プ す る た  
め の 第 ２ の ク ラ ン プ 位 置 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 有 利 な 一 形 態 に よ れ ば 、 第 ２ の ク ラ ン プ 区 域 は 、 第 １ の ク ラ ン プ 区 域 に 対 し て  
実 質 的 に お よ び ／ ま た は 主 と し て 平 行 に 配 置 さ れ て い る 。 こ れ も 、 導 体 接 続 端 子 の コ ン パ  
ク ト な 構 造 に と っ て 有 益 で あ る 。 送 電 レ ー ル は 、 例 え ば 側 面 図 に お い て Ｕ 字 形 を 有 し 得 る  
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 有 利 な 一 形 態 に よ れ ば 、 こ の 接 続 モ ジ ュ ー ル が 追 加 の 部 品 と し て 、 第 １ の ク ラ  
ン プ 位 置 を 開 く た め に 第 １ の ク ラ ン プ 脚 部 を 手 動 の 作 動 に よ っ て 変 位 さ せ 得 る 作 動 要 素 、  
特 に 作 動 レ バ ー ま た は 押 ボ タ ン を 有 す る 。 こ れ は 、 追 加 的 な 工 具 な し で 、 第 １ の ク ラ ン プ  
位 置 を 簡 単 に 開 く こ と を 可 能 に す る 。 ク ラ ン プ 脚 部 が 変 位 す る こ と に よ り 、 ク ラ ン プ 脚 部  
が 送 電 レ ー ル の 第 １ の ク ラ ン プ 区 域 か ら 動 か さ れ る 。 作 動 レ バ ー は 、 例 え ば 旋 回 可 能 な 作  
動 レ バ ー と し て 形 成 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 意 味 に お い て 、 不 定 の 概 念 の 「 １ つ 」 を 数 詞 と 理 解 し て は な ら な い 。 つ ま り 、  
例 え ば １ つ の 部 品 と 言 う 場 合 、 こ れ は 「 少 な く と も １ つ の 部 品 」 の 意 味 で 解 釈 さ れ る べ き  
で あ る 。 角 度 表 示 が 度 で な さ れ る 場 合 に は 、 こ の 角 度 表 示 は ３ ６ ０ 度 （ ３ ６ ０ ° ） の 円 の  
尺 度 に 関 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 下 で は 、 例 示 的 実 施 形 態 に 基 づ き 、 図 面 を 使 用 し て 、 本 発 明 を よ り 詳 し く 解 説 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 導 体 接 続 端 子 の 断 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 作 動 要 素 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 作 動 要 素 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 １ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 ２ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 の 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 ６ 】 第 １ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 を 有 す る ア セ ン ブ リ の 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 １ の 蓋 部 分 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 第 ２ の 蓋 部 分 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ７ に 基 づ く 第 １ の 蓋 部 分 お よ び 図 ８ に 基 づ く 第 ２ の 蓋 部 分 を 備 え て 形 成 さ れ た  
導 体 接 続 端 子 の 斜 視 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ は 、 絶 縁 体 ハ ウ ジ ン グ １ ０ と 、 そ の 中 に 配 置 さ れ た 第 １ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続  
部 １ ３ と 、 同 様 に そ の 中 に 配 置 さ れ た 第 ２ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 ２ ３ と を 備 え た 導  
体 接 続 端 子 １ を 示 し て い る 。 第 １ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 １ ３ に は 、 第 １ の 導 電 体 を  
収 容 す る た め の 第 １ の 導 体 収 容 空 間 １ ８ が 割 り 当 て ら れ て い る 。 第 ２ の ス プ リ ン グ ク ラ ン  
プ 接 続 部 ２ ３ に は 、 第 ２ の 導 電 体 を 収 容 す る た め の 第 ２ の 導 体 収 容 空 間 ２ ８ が 割 り 当 て ら  
れ て い る 。 第 １ の 導 体 収 容 空 間 １ ８ 内 に 第 １ の ク ラ ン プ バ ネ １ ４ が 、 第 ２ の 導 体 収 容 空 間  
２ ８ 内 に 第 ２ の ク ラ ン プ バ ネ ２ ４ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 １ の 導 電 体 は 、 導 体 挿 入 方 向 Ｌ １ で 第 １ の 導 体 収 容 空 間 １ ８ に 挿 入 可 能 で あ り 、 第 ２  
の 導 電 体 は 、 向 か い 合 う 導 体 挿 入 方 向 Ｌ ２ で 第 ２ の 導 体 収 容 空 間 ２ ８ に 挿 入 可 能 で あ る 。
　 絶 縁 体 ハ ウ ジ ン グ １ ０ は 複 数 の 部 分 に 分 か れ て お り 、 主 ハ ウ ジ ン グ 部 分 １ １ と 、 第 １ の  
蓋 部 分 ４ と 、 第 ２ の 蓋 部 分 ３ と に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 第 １ の 蓋 部 分 ４ は 、 側 断 面 図 で  
は 、 下 壁 ４ １ と 、 絶 縁 体 ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 外 壁 を 形 成 し て い る 後 壁 ４ ０ と 、 上 壁 ９ と に よ  
っ て Ｕ 字 形 に 形 成 さ れ て い る 。 こ れ ら の 壁 ９ 、 ４ ０ 、 ４ １ が 、 側 断 面 図 で は 第 １ の 蓋 部 分  
４ の Ｕ 字 形 を 形 成 し て い る 。 第 １ の 蓋 部 分 ４ は 、 こ れ に 加 え て 片 側 ま た は 両 側 に 側 壁 ４ ２  
を 有 す る こ と が で き 、 こ の 側 壁 ４ ２ に よ り 、 壁 ９ 、 ４ ０ 、 ４ １ と 共 に 、 導 電 体 を 収 容 す る  
た め の 、 ４ つ ま た は ５ つ の 側 で 閉 鎖 さ れ た 中 空 空 間 が 提 供 さ れ て い る 。 一 方 ま た は 両 方 の  
側 壁 ４ ２ に は 、 第 ２ の ク ラ ン プ バ ネ ２ ４ を 支 持 す る た め の 支 持 輪 郭 ４ ３ が 形 成 さ れ 得 る 。  
第 １ の 蓋 部 分 ４ が 主 ハ ウ ジ ン グ 部 分 １ １ に 固 定 さ れ て い る 場 合 、 例 え ば 後 壁 ４ ０ が 、 絶 縁  
体 ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 外 壁 に な り 得 る 。 こ の 場 合 、 下 壁 ４ １ は 、 主 ハ ウ ジ ン グ 部 分 １ １ の 外  
壁 と 実 質 的 に 全 体 的 に 重 な り 合 っ て 配 置 さ れ 得 る 。 こ の 場 合 、 上 壁 ９ は 、 第 １ と 第 ２ の 導  
体 収 容 空 間 １ ８ 、 ２ ８ の 間 の 隔 壁 に な っ て い る こ と が で き 、 か つ ／ ま た は 絶 縁 体 ハ ウ ジ ン  
グ １ ０ の 、 第 １ の 導 体 収 容 空 間 １ ８ に 通 じ て い る 第 １ の 導 体 挿 入 路 １ ９ の 部 分 区 域 に な り  
得 る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 第 １ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 １ ３ は 第 １ の ク ラ ン プ バ ネ １ ４ を 有 す る 。 第 １ の ク ラ  
ン プ バ ネ １ ４ は 、 第 １ の ク ラ ン プ 位 置 １ ４ １ で 第 １ の 導 電 体 を し っ か り と ク ラ ン プ す る た  
め の 第 １ の ク ラ ン プ 脚 部 １ ４ ０ と 、 第 １ の 接 触 脚 部 １ ４ ２ と を 有 す る 。 第 １ の 接 触 脚 部 １  
４ ２ に よ り 、 第 １ の ク ラ ン プ バ ネ １ ４ が 第 １ の ク ラ ン プ 脚 部 １ ４ ０ の ク ラ ン プ 力 に 対 し て  
支 持 さ れ て い る 。 こ の た め に 、 第 １ の 接 触 脚 部 １ ４ ２ は 保 持 枠 ８ に 取 り 付 け ら れ て い る 。  
保 持 枠 ８ は 、 第 １ の 接 触 脚 部 １ ４ ２ の 上 側 の 領 域 か ら 、 下 側 の 送 電 レ ー ル 支 持 領 域 １ ４ ４  
ま で 延 び て お り 、 送 電 レ ー ル 支 持 領 域 １ ４ ４ に は 送 電 レ ー ル ６ が 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 送 電 レ ー ル ６ は 、 第 １ の ク ラ ン プ 区 域 ６ １ 、 第 １ の ク ラ ン プ 区 域 ６ １ に 隣 接 す る ア ー チ  
区 域 ６ ３ を 有 し 、 ア ー チ 区 域 ６ ３ で は 送 電 レ ー ル ６ が ア ー チ 状 に 形 作 ら れ て お り 、 か つ 送  
電 レ ー ル ６ の 第 ２ の ク ラ ン プ 区 域 ６ ２ に 移 行 し て い る 。 ク ラ ン プ 脚 部 １ ４ ０ は 、 送 電 レ ー  
ル ６ を 介 し て 、 つ ま り 送 電 レ ー ル ６ の 第 １ の ク ラ ン プ 区 域 ６ １ を 介 し て 、 ま た は そ こ で 第  
１ の 導 電 体 が ク ラ ン プ さ れ て い る 場 合 は 第 １ の 導 電 体 を 介 し て 間 接 的 に 、 送 電 レ ー ル 支 持  
領 域 １ ４ ４ に 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 送 電 レ ー ル ６ が 、 第 １ の ク ラ ン プ 位 置 １ ４ １ か ら 開 口 部 １ ７ を 通 り 抜 け て 第 ２ の ク ラ ン  
プ 位 置 ２ ４ １ に 延 び て い る こ と が 認 識 さ れ る 。 開 口 部 １ ７ は 、 第 １ の 蓋 部 分 ４ の 上 壁 ９ お  
よ び 主 ハ ウ ジ ン グ 部 分 １ １ の 壁 ２ ６ の 互 い に 面 し た 端 面 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
　 絶 縁 体 ハ ウ ジ ン グ １ ０ は 第 １ の 導 体 挿 入 口 １ ２ を 有 し 、 こ の 第 １ の 導 体 挿 入 口 １ ２ を 通  
っ て 第 １ の 導 電 体 が 、 絶 縁 体 ハ ウ ジ ン グ １ ０ 内 の 第 １ の ク ラ ン プ 位 置 １ ４ １ へ と 挿 入 さ れ  
得 る 。 導 体 挿 入 口 １ ２ に は 第 １ の 導 体 収 容 路 １ ９ が 隣 接 し て い る 。 こ れ に 関 し 、 第 １ の 蓋  
部 分 ４ の 上 壁 ９ が 、 第 １ の 導 体 収 容 路 １ ９ の 部 分 領 域 に な っ て い る 。 絶 縁 体 ハ ウ ジ ン グ １  
０ は 第 ２ の 導 体 挿 入 口 ２ ２ を 有 し 、 こ の 第 ２ の 導 体 挿 入 口 ２ ２ を 通 っ て 第 ２ の 導 電 体 が 、  
絶 縁 体 ハ ウ ジ ン グ １ ０ 内 の 第 ２ の ク ラ ン プ 位 置 ２ ４ １ へ と 挿 入 さ れ 得 る 。 さ ら に 、 第 １ の  
ク ラ ン プ 脚 部 １ ４ ０ を 作 動 さ せ る た め の 作 動 要 素 ５ と し て 、 旋 回 可 能 な 作 動 レ バ ー が 存 在  
し て お り 、 こ の 作 動 レ バ ー は 、 絶 縁 体 ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 外 面 、 例 え ば 蓋 部 分 ３ が 存 在 す る  
上 側 に 図 示 し た ハ ウ ジ ン グ 面 に お い て 、 手 動 で 作 動 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 絶 縁 体 ハ ウ ジ ン グ １ ０ 内 に 第 ２ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 ２ ３ が 配 置 さ れ て お り 、 こ  
の 第 ２ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 ２ ３ は 、 第 ２ の ク ラ ン プ 位 置 ２ ４ １ で バ ネ 力 に よ り 第  
２ の 導 電 体 を ク ラ ン プ す る た め の 第 ２ の ク ラ ン プ バ ネ ２ ４ を 有 す る 。 第 ２ の ク ラ ン プ バ ネ  
２ ４ は 第 ２ の ク ラ ン プ 脚 部 ２ ４ ０ を 有 し 、 こ の 第 ２ の ク ラ ン プ 脚 部 ２ ４ ０ が 送 電 レ ー ル ６  
の 第 ２ の ク ラ ン プ 区 域 ６ ２ と 共 に 、 第 ２ の ク ラ ン プ 位 置 ２ ４ １ を 形 成 し て い る 。 さ ら に 、  
第 ２ の ク ラ ン プ バ ネ ２ ４ は 第 ２ の 接 触 脚 部 ２ ４ ２ を 有 し 、 こ の 第 ２ の 接 触 脚 部 ２ ４ ２ は 、  
送 電 レ ー ル ６ の 第 ２ の ク ラ ン プ 区 域 ６ ２ の 、 第 ２ の ク ラ ン プ 脚 部 ２ ４ ０ に 面 し て い な い 側  
に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ２ お よ び 図 ３ に 基 づ い て 作 動 要 素 ５ の 有 利 な 設 計 を 解 説 す る 。 作 動 要 素 ５ は 、 ユ ー ザ  
が 掴 ん で 手 動 で 操 作 し 得 る 手 動 作 動 領 域 ５ ０ を 有 し 得 る 。 作 動 要 素 ５ は 、 手 動 作 動 領 域 ５  
０ か ら 実 質 的 に 直 角 に 突 き 出 て い て 、 互 い に 対 し て 主 と し て 平 行 に 配 置 さ れ て い る ２ つ の  
案 内 壁 ５ １ を 有 し 、 案 内 壁 ５ １ の 間 に は 空 所 ５ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 例 え ば 、 手 動 作 動 領  
域 ５ ０ は 案 内 壁 ５ １ の 長 手 方 向 の 部 分 区 間 に わ た っ て の み 延 び て い て よ く 、 し た が っ て 後  
ろ の 領 域 で は 空 所 ５ ２ が 、 案 内 壁 ５ １ の 、 手 動 作 動 領 域 ５ ０ に 面 す る 上 縁 ま で 延 び て い る  
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 手 動 作 動 領 域 ５ ０ に 面 し て い な い （ 換 言 す れ ば 、 手 動 作 動 領 域 ５ ０ と 反 対 側 の ） 端 部 に  
お い て 、 案 内 壁 ５ １ は 、 そ れ ぞ れ の 支 持 領 域 ５ ３ を 有 し 、 こ の 支 持 領 域 ５ ３ は 、 凸 状 に 、  
例 え ば 少 な く と も 部 分 的 に 円 弧 状 に 成 形 さ れ 得 る 。 支 持 領 域 ５ ３ か ら 、 そ れ ぞ れ の 案 内 壁  
に 平 行 に 、 追 加 的 な 内 壁 ５ ４ が 延 び て い る こ と が で き る 。 こ の よ う に し て 、 作 動 要 素 ５ の  
各 々 の 側 で 、 案 内 壁 ５ １ と 割 り 当 て ら れ た 内 壁 ５ ４ と の 間 の 追 加 的 な 収 容 空 間 が 提 供 さ れ  
て お り 、 こ の 追 加 的 な 収 容 空 間 は 、 例 え ば 第 １ の 絶 縁 体 ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 内 側 の ハ ウ ジ ン  
グ 壁 を 受 け 入 れ る た め に 使 用 さ れ 得 る 。 一 方 ま た は 両 方 の 内 壁 ５ ４ に バ ネ 駆 動 体 ５ ５ を 付  
加 成 形 す る こ と が で き 、 こ の バ ネ 駆 動 体 ５ ５ に よ り 、 第 １ の ク ラ ン プ 脚 部 １ ４ ０ が 、 作 動  
要 素 ５ の 旋 回 運 動 の 際 に 変 位 す る （ 図 ６ で 認 識 可 能 ） 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ４ は 、 第 １ の ク ラ ン プ バ ネ １ ４ の 設 計 を 示 し て い る 。 こ の 第 １ の ク ラ ン プ バ ネ １ ４ は  
保 持 枠 ８ と 一 体 的 に 形 成 さ れ て お り 、 例 え ば 接 触 脚 部 １ ４ ２ が 、 延 長 さ れ て 第 １ の ク ラ ン  
プ 脚 部 １ ４ ０ に 向 か っ て 両 側 で 曲 げ ら れ た 細 長 い 領 域 を 介 し て こ の よ う な 保 持 枠 ８ へ と 変  
形 す る こ と に よ っ て 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に 関 し 送 電 レ ー ル 保 持 区 域 １ ４ ４ は 、  
両 側 で そ れ ぞ れ 保 持 枠 ８ の 鉛 直 壁 １ ４ ３ を 介 し て 第 １ の 接 触 脚 部 １ ４ ２ と 結 合 さ れ て い る  
。 こ の 例 示 的 実 施 形 態 で は 、 保 持 枠 ８ は 、 送 電 レ ー ル 保 持 区 域 １ ４ ４ の 側 部 区 域 の 間 の 間  
隙 を 除 い て 、 周 方 向 に 閉 じ ら れ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ５ は 、 第 ２ の ク ラ ン プ バ ネ ２ ４ を 備 え た 第 ２ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 ２ ３ の 有 利  
な 設 計 を 示 し て い る 。 第 ２ の ク ラ ン プ バ ネ ２ ４ は 、 い わ ゆ る プ ッ シ ュ ワ イ ヤ 端 子 と し て 、  
例 え ば 板 状 の 金 属 部 品 か ら 形 成 す る こ と が で き 、 こ の 板 状 の 金 属 部 品 か ら 打 ち 抜 き 及 び 曲  
げ 工 程 に よ り 、 第 ２ の ク ラ ン プ 脚 部 ２ ４ ０ が 形 成 さ れ 、 か つ 第 ２ の 接 触 脚 部 ２ ４ ２ が 、 第  
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２ の ク ラ ン プ 脚 部 ２ ４ ０ か ら 左 右 に 突 き 出 て い る 材 料 区 域 の 形 態 で 形 成 さ れ 、 こ れ ら 材 料  
区 域 は 横 方 向 ウ ェ ブ ２ ４ ３ に よ っ て 相 互 に 結 合 さ れ て い る 。 横 方 向 ウ ェ ブ ２ ４ ３ は 、 図 １  
が 明 ら か に し て い る よ う に 、 第 ２ の ク ラ ン プ バ ネ ２ ４ を 、 送 電 レ ー ル ６ の 第 ２ の ク ラ ン プ  
区 域 ６ ２ に 固 定 す る た め に 役 立 つ 。 こ の 第 ２ の 接 触 脚 部 ２ ４ ２ は 、 側 面 図 に お い て Ｕ 字 形  
を 形 成 し て お り 、 こ れ に 関 し 、 接 触 脚 部 ２ ４ ２ の ２ つ の 区 域 が ア ー チ 部 を 介 し て 相 互 に 結  
合 さ れ て い る 。 こ の 接 触 脚 部 は 、 ク ラ ン プ 脚 部 ２ ４ ０ の 両 側 で 側 方 に 形 成 さ れ た ２ つ の バ  
ー 状 区 域 に よ っ て 形 成 さ れ て お り 、 こ れ ら バ ー 状 区 域 は 、 ク ラ ン プ 脚 部 ２ ４ ０ と は 反 対 側  
の 端 部 で 、 横 方 向 ウ ェ ブ ２ ４ ３ を 介 し て 相 互 に 結 合 さ れ て い る 。 こ れ に 関 し 、 バ ー 状 区 域  
の 間 に 開 口 部 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ６ は 、 第 １ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部 １ ３ と 、 第 １ の 蓋 部 分 ３ と 、 作 動 要 素 ５ と か  
ら 成 る 予 め 組 み 立 て ら れ た ア セ ン ブ リ を 示 し て い る 。 こ れ ら の 部 品 は 嵌 合 式 に 相 互 に 結 合  
さ れ て お り 、 つ ま り １ つ の 構 造 ユ ニ ッ ト を 形 成 す る よ う に 互 い を 保 持 し 、 こ の 構 造 ユ ニ ッ  
ト は こ の 場 合 、 簡 単 に 第 １ の 主 ハ ウ ジ ン グ 部 分 １ １ 内 に 取 り 付 け ら れ 得 る 。 第 １ の ク ラ ン  
プ バ ネ １ ４ は 、 図 ４ に 対 応 し て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ７ は 、 第 １ の 蓋 部 分 ４ を 斜 視 図 で 示 し て い る 。 ５ つ の 壁 ９ 、 ４ ０ 、 ４ １ 、 ４ ２ に よ っ  
て 閉 鎖 さ れ た 内 側 の 中 空 空 間 を 有 す る 小 部 屋 状 の 構 造 が 認 識 さ れ る 。 第 １ の 蓋 部 分 ４ は 、  
１ つ ま た は 複 数 の 係 止 要 素 ４ ４ を 、 例 え ば １ つ ま た は 複 数 の 側 壁 ４ ２ に 有 し 得 る 。 こ の 係  
止 要 素 ４ ４ に よ り 、 第 １ の 蓋 部 分 ４ が 主 ハ ウ ジ ン グ 部 分 １ １ と 係 合 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 第 １ の 蓋 部 分 ４ の 上 側 の 側 壁 ９ が 、 第 １ と 第 ２ の 導 体 収 容 空 間 １ ８ 、 ２ ８ の 間 の 隔 壁 に  
な っ て い る こ と が 認 識 さ れ る 。 こ れ に 関 し 、 上 壁 ９ は 同 時 に 、 絶 縁 体 ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 、  
第 １ の 導 体 収 容 空 間 １ ８ に 通 じ て い る 第 １ の 導 体 収 容 路 １ ９ の 部 分 区 域 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ８ は 、 第 ２ の 蓋 部 分 ３ を 斜 視 図 で 示 し て い る 。 第 ２ の 蓋 部 分 ３ を 据 え 付 け る た め に 、  
第 ２ の 蓋 部 分 ３ は 、 例 え ば 横 に 突 き 出 て い る 係 止 要 素 ３ ０ を 有 す る こ と が で き 、 こ の 係 止  
要 素 ３ ０ が 主 ハ ウ ジ ン グ 部 分 １ １ と 係 合 可 能 で あ る 。 こ れ に 加 え 、 下 に 向 か っ て 突 き 出 て  
い る 係 止 タ ブ ３ １ が 存 在 し て い て も よ く 、 こ の 係 止 タ ブ ３ １ に 、 第 １ の ス プ リ ン グ ク ラ ン  
プ 接 続 部 １ ３ の 一 部 、 例 え ば 言 及 し た 保 持 枠 ８ ま た は 第 １ の ク ラ ン プ バ ネ １ ４ が 係 合 さ れ  
得 る 。 第 １ の 導 体 挿 入 口 １ ２ に 面 し た 側 で は 、 図 １ で 明 ら か に し て い る よ う に 第 ２ の 蓋 部  
分 ３ が 、 主 ハ ウ ジ ン グ 部 分 １ １ と 係 合 す る た め の さ ら な る 係 止 縁 部 ３ ２ を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ９ は 、 完 全 に 組 み 立 て ら れ た ハ ウ ジ ン グ 部 分 を 備 え た 導 体 接 続 端 子 １ を 示 し て い る 。  
第 １ の 蓋 部 分 ４ は 、 導 体 挿 入 方 向 Ｌ １ に 平 行 に 主 ハ ウ ジ ン グ 部 分 １ １ に 嵌 め 込 ま れ て お り  
、 か つ 第 １ の 蓋 部 分 ４ の 係 止 要 素 ４ ４ に よ っ て 主 ハ ウ ジ ン グ 部 分 １ １ に 係 止 さ れ て い る 。  
第 ２ の 蓋 部 分 ３ は 、 上 か ら 、 つ ま り 第 １ の 導 体 挿 入 方 向 Ｌ １ に 対 し て 直 角 に 主 ハ ウ ジ ン グ  
部 分 １ １ に 嵌 め 込 ま れ て お り 、 か つ 第 ２ の 蓋 部 分 ３ の 係 止 要 素 ３ ０ に よ っ て 主 ハ ウ ジ ン グ  
部 分 １ １ に 係 止 さ れ て い る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 １   導 体 接 続 端 子
　 ３   第 ２ の 蓋 部 分
　 ４   第 １ の 蓋 部 分
　 ５   作 動 要 素
　 ６   送 電 レ ー ル
　 ８   保 持 枠
　 ９   上 壁
　 １ ０   絶 縁 体 ハ ウ ジ ン グ
　 １ １   主 ハ ウ ジ ン グ 部 分
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　 １ ２   第 １ の 導 体 挿 入 口
　 １ ３   第 １ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部
　 １ ４   第 １ の ク ラ ン プ バ ネ
　 １ ７   開 口 部
　 １ ８   第 １ の 導 体 収 容 空 間
　 １ ９   第 １ の 導 体 収 容 路
　 ２ ２   第 ２ の 導 体 挿 入 口
　 ２ ３   第 ２ の ス プ リ ン グ ク ラ ン プ 接 続 部
　 ２ ４   第 ２ の ク ラ ン プ バ ネ
　 ２ ６   壁
　 ２ ８   第 ２ の 導 体 収 容 空 間
　 ３ ０   係 止 要 素
　 ３ １   係 止 タ ブ
　 ３ ２   さ ら な る 係 止 縁 部
　 ４ ０   後 壁
　 ４ １   下 壁
　 ４ ２   側 壁
　 ４ ３   支 持 輪 郭
　 ４ ４   係 止 要 素
　 ５ ０   作 動 領 域
　 ５ １   案 内 壁
　 ５ ２   空 所
　 ５ ３   支 持 領 域
　 ５ ４   内 壁
　 ５ ５   バ ネ 駆 動 体
　 ６ １   第 １ の ク ラ ン プ 区 域
　 ６ ２   第 ２ の ク ラ ン プ 区 域
　 ６ ３   ア ー チ 区 域
　 １ ４ ０   第 １ の ク ラ ン プ 脚 部
　 １ ４ １   第 １ の ク ラ ン プ 位 置
　 １ ４ ２   第 １ の 接 触 脚 部
　 １ ４ ３   鉛 直 壁
　 １ ４ ４   送 電 レ ー ル 支 持 領 域
　 ２ ４ ０   第 ２ の ク ラ ン プ 脚 部
　 ２ ４ １   第 ２ の ク ラ ン プ 位 置
　 ２ ４ ２   第 ２ の 接 触 脚 部
　 ２ ４ ３   横 方 向 ウ ェ ブ
　 Ｈ   高 さ 方 向
　 Ｌ １   導 体 挿 入 方 向
　 Ｌ ２   導 体 挿 入 方 向
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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